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次回 12月13日（日） 9：30 スタート

～ 黄葉の森と紅葉の谷を歩こう ～

今年も緑地南の徳林寺まで足を延ばします駒山 へ出かけよう

豊田市旭地区/標高855ｍ

ブナの森回復に向け

竹除伐作業

12/5（土）現地8：30

問い合わせ：古川まで

全国に発信しています

クリックと拍手で
応援お願いします

相生山の四季を歩く会 2015.11.8

耳を澄まして 気配を感じよう

目を凝らして 姿を見極めよう

最近出会った野鳥たち

～ ざわめき・匂い・彩り

森に広がる秋 ～

観測日 標準和名 漢字表記 生活型 餌 特徴 目 科

10/11 ノスリ 鵟 留鳥 ﾈｽﾞﾐ・鳥・ﾍﾋﾞ・ｶｴﾙ 優しい眼・翼下面に褐色パッチ・短円尾 ﾀｶ ﾀｶ

10/28 モズ 百舌鳥 漂鳥 昆虫・ｶｴﾙ 高鳴き、はやにえ、頭デカ、鋭い鉤型嘴 ｽｽﾞﾒ ﾓｽﾞ

11/5 ジョウビタキ 尉鶲 冬鳥 昆虫･ｸﾓ・木の実 市街地・林縁・杭上、紋付き・♂頭灰白 ｽｽﾞﾒ ﾋﾀｷ

11/5 ヒヨドリ 鵯 留鳥 木の実・蜜・昆虫 どこにでも、いろんな鳴き声、ﾎﾞｻﾎﾞｻ頭 ｽｽﾞﾒ ﾋﾖﾄﾞﾘ

No 標準和名 漢字表記 科 ﾒﾓ

1 コナラ 小楢 ﾌﾞﾅ 黄葉　ドングリ

2 アベマキ 棈 ﾌﾞﾅ 黄葉　比較⇔クリ

3 ヤマウルシ 山漆 ｳﾙｼ 紅葉　果実：毛あり

4 ヤマハゼ 山櫨 ｳﾙｼ 紅葉　

5 ヌルデ 白膠木 ｳﾙｼ 黄葉　果実

6 アオハダ 青肌 ﾓﾁﾉｷ 黄葉　果実

7 ソヨゴ 冬青 ﾓﾁﾉｷ 常緑　果実

8 ヤマコウバシ 山香し ｸｽﾉｷ 黄葉　果実　冬芽

9 ガマズミ 莢迷 ﾚﾝﾌﾟｸｿｳ 紅葉　果実

10 コバノガマズミ 小葉莢迷 ﾚﾝﾌﾟｸｿｳ 紅葉　果実

11 クサギ 臭木 ｼｿ 黄葉　果実

12 ズミ 酢実 ﾊﾞﾗ 黄葉　果実

13 ヤマザクラ 山桜 ﾊﾞﾗ 紅葉　クマリン

14 タカノツメ 鷹の爪 ｳｺｷﾞ 黄葉

15 クチナシ 梔子 ｱｶﾈ 常緑　果実

この時期 注目の樹木たち

ノコンギク

（野紺菊）

ヤマハゼ クチナシ

ｺﾊﾞﾉｶﾞﾏｽﾞﾐ

今日の記録
No 種 目 科 生活型 確認 早朝 　　※は早朝

1 キジバト ﾊﾄ ﾊﾄ 留 ○目視 ○

2 カワウ ｶﾂｵﾄﾞﾘ ｳ 留 ○ ※

3 ミサゴ ﾀｶ ﾐｻｺﾞ 留 ○ ※

4 コゲラ ｷﾂﾂｷ ｷﾂﾂｷ 留 △声 ○

5 モズ ﾓｽﾞ 漂 ○ ○

6 カケス ｶﾗｽ 留 △

7 ハシボソガラス ｶﾗｽ 留 ○ ○

8 ハシブトガラス ｶﾗｽ 留 △ ○

9 ヤマガラ ｼｼﾞｭｳｶﾗ 留 △ ※

10 シジュウカラ ｼｼﾞｭｳｶﾗ 留 ○ ○

11 ヒヨドリ ﾋﾖﾄﾞﾘ 留 ○ ○

12 ウグイス ｳｸﾞｲｽ 留 △ △

13 メジロ ﾒｼﾞﾛ 留 ○ ○

14 トラツグミ ﾋﾀｷ 留 ○ ※

15 シロハラ ﾋﾀｷ 冬 △

16 ツグミ ﾋﾀｷ 冬 ○
17 ジョウビタキ ﾋﾀｷ 冬 ○
18 スズメ ｽｽﾞﾒ 留 ○
19 カワラヒワ ｱﾄﾘ 留 ○ ※

20 イカル ｱﾄﾘ 漂 △ ※

21 アオジ ﾎｵｼﾞﾛ 漂 △

11/8計
１3種

    相生山の四季を歩く会    2014.11.9　小雨

ｽｽﾞﾒ

・オオタカ
（早朝）・アオサギ　・セグロセキレイ　・ハクセキレイ

　 確認　：　西三河野鳥の会　岡田さん
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紅葉
こ う よ う

とは、落葉に先立って葉が色づくことである。  

より狭い意味では、赤や 橙
だいだい

に色づくことを紅葉
こうよう

と呼び、黄色くなることは黄葉
こ う よ う

（黄葉
お う よ う

）と呼ぶ。  

また､褐色になる（のが早い）ことを褐
かつ

葉
よ う

と呼ぶこともある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

樹木の葉は、クロロフィル（葉緑素）という緑色の色素と、 カロチノイドという黄色い色素をもって 

いるが、クロロフィルの量がずっと多いので、ふだんは緑色に見える。 秋が深まると、クロロフィル

が先に分解されて カロチノイドが残るため、葉が黄色く見える。 これが黄葉である。  

落葉樹の大半は、多少なりとも黄葉すると思ってよい。 

 

 

 一方、秋になると葉を落とす準備のため、葉柄
よ う へ い

と枝の境に 離層
り そ う

と呼ばれる層ができる。  

 すると、光合成でつくられた 糖分などの移動が妨げられて葉に蓄積し、アントシアンという赤色の

色素に変化することがある。 これが狭義の紅葉である。 

 アントシアンの生成には日光が関係しており、日当たりがよい葉ほど赤くなり、日陰の葉は黄色く

なる現象が見られる。 また、多くの場合は クロロフィルが分解されきる前に アントシアンができ始

めるので、その過程で紫色っぽ<見えることが多い。 
 

 
 

 

 

 

褐葉と呼ばれるのは、アントシアンの代わりにタンニン系の物質ができて褐色になる現象で、はじ

めに黄色くなって（黄葉）から褐色を帯びることが多く、その過程で橙色っぽく見えることもある。  

    

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 どの樹種が何色に紅葉するかは おおよそ決まっているが、生育条件や その年の天候、樹齢 

による変化も多く、カツラやコナラのように、成木の紅葉は黄色だが 幼木では赤くなる樹種も少なく

ない。 

実際には､緑､ 黄､ 赤、褐色の色素が さまざまな割合で葉に含まれ、時間の経過 とともに変化 

するので、多種多様な色が 見られるのである。 

 林 将之 著 「紅葉ハンドブック」文一総合出版 より抜粋 

 

 


